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民
生
委
員
・児
童
委
員

　
12
月
２
日
、
南
条
地
区
公
民
館
に
て
民
生
委
員
児
童
委
員

委
嘱
状
伝
達
式
・
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
嘱

さ
れ
た
51
名
の
方
々
へ
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を
岩

倉
町
長
が
一
人
一
人
に
伝
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
退
任
さ
れ

る
29
名
の
う
ち
、
12
名
に
は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状

が
、17
名
に
は
福
井
県
知
事
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
５
月
12
日
に
岡
山
県
で
創

設
さ
れ
た
「
済
世
顧
問
制
度
」
に
始
ま
り
、
平
成
29
年
に
制

度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
制
度
で
す
。

民
生
委
員
は
、
知
事
の
推
薦
を
受
け
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援

助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
方
々
で
あ
り
、
児
童
委
員
を
兼
ね
て

い
ま
す
。

児
童
委
員
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
子
育
て
の
不

安
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
・
支
援
等

を
行
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
個
人
の
人
格
を
尊

重
し
、
秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■問合せ　保健福祉課　☎ 0778－47－8007

南
越
前
町

〜
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
〜

担　当　地　区 氏　　名
東大道（駅から北） 中　村　晴　義
西大道（駅から北） 谷 川 公 成
両大道（駅から南） 坂 川 律 子
東谷、清水 沢 﨑 嘉 一
脇本 今　村　ゆみ子
嶋、日野 渡　邉　　　徹
上平吹 佐 治 一 治
鋳物師 細 井 清 治
下牧谷 宮 地 幸 子
上牧谷 竹 内 弘 行
上野 谷 﨑 哲 夫
堂宮、金粕 井 上 敏 則
桜町、促進 平 田 博 明
中小屋 茨 田 宣 丸
阿久和 嶋 﨑 洋 子
鯖波、関ヶ鼻 永 宮 洋 子
上別所、奥野々 谷 口 明 美
新北府、北府 前　田　壽美惠
山王、日吉、天王 落 井 政 美
稲荷、八幡、旭 山　本　　　修
八乙女、 、社谷 澤 田 政 男
久喜、長沢、馬上免 石 山 正 明
古木 桶 谷 和 見
上温谷、小倉谷 山 﨑 孝 一
瀬戸　 伊 藤 敏 恵
杉谷、杣木俣 橋 本 英 樹
荒目 西　村　千栄子
藤倉、白鬚 四ツ木　善　一

担　当　地　区 氏　　名
梅ヶ枝、立石 山 﨑 明 美
観音、愛宕 田 中 文 子
旭、稲荷 鈴 木 佳 子
栄 櫛 村 美 雪
南今庄、下新道 山 内 和 子
上新道、大桐、二ツ屋 阿津川　博　嗣
合波、大門、孫谷、板取 飯 田 純 康
荒井、八飯 藤 井 良 浩
宇津尾 奥　田　久美子
橋立、広野 野　村　美代子
大谷 向 山 厚 子
大良 川 島 藤 枝
河内、菅谷、具谷 山 下 照 子
赤萩 小 角 美 雪
河野 宮 下 壽 貴
今泉 橋 本 髙 子

甲楽城 木 戸 邦 子
酒 井 正 信

糠 壁 下 美 里
出 村 保 江

民生・児童委員

民生・児童委員、主任児童委員
担　当　区　域 氏　　名

南条地区全域 内　藤　惠美子
今庄地区全域 櫻　谷　よし子
河野地区全域 川 島 定 子

（敬称略）

あなたの地域の民生・児童委員、主任児童委員を紹介します

任期：令和元年 12月１日～令和４年 11月 30日（３年）


